
　
木
更
津
の
再
生
に
情
熱
を
燃
や
す
森
岳
県
議（
2
期
目
）は
、

2
月
県
議
会・予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、地
元
の
シ
ン
ボ

ル
、木
更
津
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
現
況
を
質
問
し
ま
し

た
。更
に
、小
櫃
川
、県
道
、観
光
を
始
め
、消
防
団
、県
産
木
材

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
県
当
局
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

2月県議会・予算委員会で
質問する森岳県議

　
木
更
津
の
再
生
に
情
熱
を
燃
や
す
森
岳
県
議（
2
期
目
）は
、

2
月
県
議
会・予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、地
元
の
シ
ン
ボ

ル
、木
更
津
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
現
況
を
質
問
し
ま
し

た
。更
に
、小
櫃
川
、県
道
、観
光
を
始
め
、消
防
団
、県
産
木
材

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
県
当
局
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

“みなとまち木更津”再生へ

切
符
に
よ
る
誘
客
を
図
る
に
は
、

下
車
し
た
く
な
る
よ
う
な
地
域

観
光
の
魅
力
発
信
が
大
切
だ
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、周
遊
フ
リ
ー

切
符
を
県
内
周
遊
の
増
加
に
つ

な
げ
る
た
め
、
地
域
観
光
の
魅

力
を
ど
う
発
信
す
る
の
か
。

　
観
光
誘
致
促
進
課
長　
周

遊
フ
リ
ー
切
符
事
業
と
合
わ
せ

て
、
地
域
の
魅
力
を
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
地
図
画
面
上
に

示
さ
れ
た
様
々
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
って
楽
し
ん
で
い
た
だ
く「
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」
等
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
県
内
周
遊

の
促
進
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
幅
広
い

年
代
の
方
が
、
公
共
交

通
機
関
を
活
用
し
た
千
葉
県
観

光
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
本
事
業
の
周
知
や
改
善
に

努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
木
更
津

港
吾
妻
地
区
周
辺
に
、
食
・
ウ

エ
ル
ネ
ス
・
レ
ジ
ャ
ー
・
文
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
区
域
が
設
定
さ

れ
、
様
々
な
取
組
が
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　

食
が
テ
ー
マ
の
鳥
居
崎
海
浜

公
園
に
は
、
昨
年
3
月
、
公
募

で
誘
致
さ
れ
た
カ
フェ
等
の
民
間

集
客
施
設
が
開
業
し
、
新
た
な

賑
わ
い
の
場
が
創
出
さ
れ
た
。

　

公
共
交
通
の
玄
関
口
・
木
更

津
駅
と
海
を
結
ぶ
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
・
富
士
見
通
り
で
は
、

市
側
で
は
、
現
道
拡
幅
す
る
た

め
の
擁
壁
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
残
る
用
地
の

取
得
を
進
め
、
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

工
事
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
安
心
し
た
。
袖
ケ
浦
市
、

木
更
津
市
と
協
力
し
な
が
ら
、

是
非
と
も
早
期
整
備
を
実
現
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

竹
木
伐
採
の
実

施
状
況

森
議
員　
近

年
、
全
国
各
地

で
深
刻
な
水
害

や
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、

今
後
も
更
な
る

頻
発
化
、
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

私
の
地
元
、
木
更
津
市
内
を

無
電
柱
化
や
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
、

植
栽
な
ど
の
整
備
が
計
画
さ
れ
、

ま
た
、
交
流
厚
生
用
地
で
は
、

文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
親
水
空

間
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

交
流
厚
生
用
地
は
、
木
更
津

市
が
埋
立
て
に
よ
って
確
保
す
る

予
定
だ
が
、
埋
立
予
定
地
に
は

多
数
の
小
型
船
が
係
留
さ
れ
て

い
る
た
め
、
現
在
、
県
が
移
転

先
と
な
る
桟
橋
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

5
年
度
に
第
3
桟
橋
着
工

鉄
道
活
用
し
周
遊
観
光
を

着
実
な
整
備
進
む

森岳県議プロフィール

○経歴○

県議会商工労働常任委員会　副委員長
地方港湾審議会委員
ちば自民党青年局青年部長

○役職○

昭和54年5月31日生まれ
平成4年3月　  木更津市立鎌足小学校卒業
平成7年3月　  木更津市立鎌足中学校卒業
平成10年3月　県立木更津高等学校卒業
平成14年3月　中央大学法学部政治学科卒業
　　　　　　　証券会社勤務後
平成16年6月　浜田靖一事務所入所
平成27年4月　千葉県議会議員選挙初当選
令和元年4月　 同2期目当選
　　　　　　　現在に至る

パ
ー
ク
ベ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
議
員　
木
更
津
市
で
は
、

木
更
津
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

港
を
活
か
し
て
、
賑
わ
い
や
活
力

に
満
ち
た「
み
な
と
ま
ち
木
更

津
」の
再
生
を
目
指
す
パ
ー
クベイ

プ
ロ
ジェク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

び
か
け
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

安
房
、
夷
隅
、
北
総
地
域
な
ど

の
13
駅
で
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

地
域
観
光
の
魅
力
発
信

　
森
議
員　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

は
、
多
く
の
駅
で
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
周
遊
フ
リ
ー

施
の
ほ
か
、
鉄
道
下
車
駅
か
ら

の
足
と
し
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
加
え
る
と
い
う
が
、
ど
の
位

の
駅
で
予
定
し
て
い
る
の
か
。

観
光
誘
致
促
進
課
長　
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
県

内
各
地
域
の
観
光
協
会
等
に
フ

リ
ー
切
符
事
業
へ
の
参
加
を
呼

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入

　
森
議
員　
房
総
地
域
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
手
段
と
し
て
、

東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
が
乗
り
放
題

と
な
る
周
遊
フ
リ
ー
切
符
事
業

に
注
目
し
て
い
る
。

　

新
年
度
は
、
更
な
る
誘
客
促

進
を
図
る
た
め
、
秋
冬
2
回
実

　
吾
妻
地
区
に
お
け
る
小
型
船

の
移
転
先
と
な
る
桟
橋
整
備
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
港
湾
課
長　
小
型
船
桟
橋
に

つ
い
て
は
、
港
湾
計
画
に
位
置

付
け
て
い
る
全
7
基
の
桟
橋
の

う
ち
、
1
基
目
を
平
成
30
年
度

に
供
用
し
、
2
基
目
に
つい
て
は

現
在
、
令
和
5
年
度
の
供
用
を

目
指
し
、
桟
橋
取
付
部
の
工
事

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

森
議
員
　
令
和
5
年
度
の
整

備
の
予
定
は
ど
う
か
。

港
湾
課
長　
2
基
目
の
小
型

船
桟
橋
の
工
事
を
、
令
和
5
年

度
の
供
用
を
目
指
し
て
進
め
る

と
と
も
に
、
3
基
目
の
小
型
船

桟
橋
の
工
事
を
、
内
港
防
波
堤

脇
で
着
手
す
る
予
定
で
す
。

吾
妻
地
区
の
交
流
厚

生
用
地
の
埋
立
を
進
め

る
に
は
、
ガ
ッ
ト
船
の
移
転
先
、

南
部
地
区
の
船
だ
ま
り
の
整
備

が
必
要
だ
。
こ
ち
ら
も
地
元
市

と
共
に
利
用
者
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

と
か
ら
、
そ
の
解
消
に
向
け
、

木
更
津
市
下
郡
地
先
で
現
道
拡

幅
や
用
地
取
得
も
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

道
路
整
備
課
長　
下
郡
地

先
で
は
、
2
・
3
㎞
に
つ
い
て
現

道
拡
幅
や
バ
イ
パ
ス
整
備
を
進

め
て
お
り
、
現
在
、
用
地
取
得

率
は
約
6
割
と
な
って
い
ま
す
。

　

用
地
を
確
保
で
き
た
袖
ケ
浦

拡
幅
や
用
地
取
得
の
進
捗
　

　
森
議
員　
県
道
長
浦
上
総

線
は
、
袖
ケ
浦
市
長
浦
を
起

点
と
し
、
木
更
津
市
の
内
陸
部

を
通
過
し
て
国
道
4
1
0
号
に

接
続
す
る
広
域
的
道
路
で
、

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
道
路
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、

幅
員
も
狭
く
、
歩
道
も
な
い
こ

流
れ
る
小
櫃
川
で
は
、
広
範
囲

に
わ
た
って
堤
防
の
法
面
に
竹
木

が
繁
茂
し
、
洪
水
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
る
。
そ
こ
で
伺
う
が
、

小
櫃
川
に
お
け
る
竹
木
伐
採
の

実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
河
川
環
境
課
長　
令
和
4
年

度
は
、
木
更
津
市
中
島
地
先
な

ど
5
箇
所
、
約
1
万
㎡
に
お
い

て
、
河
道
内
に
繁
茂
す
る
竹
木

の
伐
採
を
実
施
し
て
お
り
、
執

行
額
は
、
約
千
6
百
万
円
で
す
。

森
議
員
　
令
和
5
年
度
の
、

小
櫃
川
に
お
け
る
竹
木
伐
採
の

予
定
は
ど
う
か
。

河
川
環
境
課
長　
令
和
5
年

度
は
、
木
更
津
市
上
根
岸
地
先

な
ど
3
箇
所
で
竹
木
伐
採
を
予

定
し
て
お
り
、
予
算
額
は
約
2

千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

広
範
囲
に
わ
た
っ
て

竹
木
が
繁
茂
し
て
い
る

の
で
、
是
非
と
も
十
分
な
予
算

を
確
保
し
て
、
出
来
る
限
り
、

要
求
に
応
え
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

2
月
県
議
会・予
算
委
員
会

2
月
県
議
会・予
算
委
員
会

竹
木
伐
採
の
実

竹
木
伐
採
の
実

施
状
況

施
状
況

年
、
全
国
各
地

で
深
刻
な
水
害

や
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、

今
後
も
更
な
る

小櫃川の竹木伐採費

長
浦
上
総
線

県
　
　
　
道

要望要望

要望

要望

小櫃川の竹木伐採費
5年度は2千万円

“ふるさとちば”のための政策推進を
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執行部の答弁を聞く森岳県議

て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利

用
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。そ
の
取
組
の一つ
と
し
て
、「
ち

ば
木
の
香
る
街
づ
く
り
推
進
事

業
」を
実
施
し
て
い
る
と
い
う

が
、
実
績
は
ど
う
か
。

　
森
林
課
長　
平
成
30
年
度
か

ら
令
和
3
年
度
ま
で
の
4
年
間

に
、
駅
舎
ト
イ
レ
の
内
装
木
質

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
普
及
促
進

　
森
議
員　
東
京
2
0
2
0
五

輪
で
は
、
日
本
勢
が
活
躍
し
た

B
M
X
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
来

年
の
パ
リ
五
輪
で
は
、
ブ
レ
イ
キ

ン
も
正
式
種
目
と
な
っ
た
。　

　

県
で
は
、「
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
」

の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
若
者
に
人
気
の
あ
る
、

こ
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

も
重
要
だ
と
考
え
る
。
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
普
及
促
進
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

今
年
度
は
、
県
広
報
番
組
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
競
技
の
紹

介
、
商
業
施
設
に
お
い
て
パ
ネ
ル

の
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、
子
供

向
け
に
ブ
レ
イ
キ
ン
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
体
験
会
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
団
体
や
民
間
事

業
者
な
ど
か
ら
な
る「
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
」
普
及
促
進
協
議
会

化
や
木
製
テ
ー
ブ
ル
の
導
入
な

ど
、
24
件
、
約
2
千
8
百
万
円

の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
、
10
件
の
実

施
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

森
議
員
　
こ
の
事
業
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

　
森
林
課
長　
こ
の
事
業
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

　
森
議
員　
こ
の
事
業
は
、
県

が
企
業
や
大
学
、
市
民
団
体
、

市
町
村
な
ど
の
多
様
な
主
体
の

連
携
を
促
進
し
、
そ
の
力
で
地

域
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う

事
業
で
あ
る
。

　

今
年
度
、
実
証
実
験
な
ど
に

取
り
組
む
際
の
総
合
的
な
相
談

窓
口
と
し
て「
実
証
実
験
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
」を
設
置
し
た

と
い
う
が
、
実
績
は
ど
う
か
。

　
経
済
政
策
課
長　
県
で
設
置

し
た
実
証
実
験
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
で
は
、
実
証
実
験
の
実
施
場

所
と
な
る
市
町
村
等
と
の
総
合

消
防
施
設
強
化
の
補
助
率

　
森
議
員　
消
防
団
は
、
地
域

の
消
防
防
災
体
制
の
中
核
を
担

う
存
在
だ
が
、
団
員
は
年
々
減

少
し
、
そ
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
県
で
は
、
加
入
促
進
の
た

め
令
和
4
年
度
か
ら
様
々
な
取

り
組
み
を
始
め
た
と
い
う
が
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
5
年
度
の
取

組
を
伺
い
た
い
。

　

ま
ず
、
消
防
団
総
合
整
備

事
業
だ
が
、
平
成
4
年
度
か
ら

加
入
促
進
の
た
め
、
機
能
別
消

防
団
員
制
度
導
入
の
場
合
や
、

女
性
消
防
団
員
の
初
在
籍
の
場

合
な
ど
に
は
補
助
率
を
3
分
の

1
に
か
さ
上
げ
し
て
い
た
。

消
防
防
災
施
設
強
化
事
業
の

補
助
率
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
実
績
は
ど
う
か
。

　
消
防
課
長　
今
年
度
は
、
消

防
団
員
数
の
増
加
や
女
性
団
員

の
初
入
団
、
機
能
別
消
防
団
員

制
度
の
導
入
な
ど
、
補
助
金
の

か
さ
上
げ
要
件
を
満
た
し
た
11

団
体
に
お
い
て
、
消
防
団
の
活

動
服
や
消
防
用
の
ホ
ー
ス
の
整

備
な
ど
の
59
事
業
で
補
助
率
を

3
分
の
1
に
か
さ
上
げ
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

女
性
・
学
生
の
加
入
促
進

調
整
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
、
50
件
の
相
談
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
マッ
チ
ン
グ
支
援

を
11
件
行
い
ま
し
た
。

資
金
面
で
の
支
援
も

　
森
議
員

令
和
5
年
度
は
新

た
に
ど
ん
な
事
業
を
行
う
の
か
。

　
経
済
政
策
課
長　
窓
口
で
の

相
談
等
で
は
、
企
業
等
か
ら
連

携
先
や
資
金
面
で
困
って
い
る
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
で
、

新
た
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
地

域
の
課
題
解
決
に
活
用
し
よ
う

と
す
る
機
運
も
高
ま
って
い
る
と

感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
令
和
5

年
度
か
ら
、
そ
れ
ら
の
取
組
に

対
す
る
資
金
面
で
の
助
成
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
事
業
で
は
、
幅
広
い
分

野
を
対
象
に
、
来
年
度
の
早
い

時
期
に
事
業
を
募
集
し
、
他
の

地
域
へ
の
波
及
効
果
が
高
い
事

例
を
選
定
し
た
上
で
、
1
件
あ

た
り
1
千
万
円
を
上
限
と
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

地
域
ご
と
に
様
々
な

課
題
が
あ
る
か
と
思
う

が
、
こ
の
実
証
実
験
の
結
果
を

他
の
地
域
に
も
波
及
さ
せ
、
よ

り
多
く
の
地
域
の
課
題
解
決
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
県
と
し
て
も

取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

を
図
る
指
導
力
に
差
が
あ
る
」

な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

　
森
議
員

県
と
し
て
は
、
こ

の
事
業
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
る
の
か
。

　
I
C
T
教
育
推
進
担
当
課
長

　

高
度
な
知
識
を
持
つ
専
門
人

材
か
ら
、
I
C
T
を
効
果
的
に

活
用
し
た
授
業
の
提
案
を
受
け

る
こ
と
で
、
教
員
の
指
導
力
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
徒
の

意
欲
を
引
き
出
し
、
情
報
活
用

能
力
等
を
育
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
授
業
への
改
善
が
広
が
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
高
校
の

学
び
の
充
実
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を

県
全
体
の
教
育
力
向
上
に
し
っ

か
り
役
立
て
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

県内６地域で体験会

女
性・学
生
の
消
防
団
加
入
促
進

千
葉
の
木
材  

更
な
る
利
用
へ

幅
広
い
分
野
で
助
成

地
域
課
題
の
解
決
目
指
す
事
業

森岳
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がく

木
の
香
る
街
づ
く
り
事
業

　
森
議
員　
本
県
面
積
の
約
3

割
は
森
林
で
、
豊
か
な
環
境
を

構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
水
源
涵
養
や
防

風
な
ど
の
公
益
的
機
能
の
維
持

の
た
め
に
も
、
森
林
の
適
正
な

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は「
伐
って
、
使
っ

を
昨
年
11
月
に
設
置
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
効
果

的
な
普
及
方
策
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
議
員　
競
技
会
場
の
公
園

利
用
者
や
近
隣
住
民
な
ど
か
ら

は
、
騒
音
等
へ
の
苦
情
も
あ
る

が
、
来
年
度
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

来
年
度
は
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

を
誰
も
が
楽
し
く
安
全
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
マ
ナ
ー
啓
発
の

た
め
の
動
画
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
身
近
な
地
域
で

体
験
で
き
る
よ
う
、
県
内
6
地

域
に
お
け
る
初
心
者
向
け
の
体

験
会
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
も
毎
週
、
ス
ケ
ボ

ー
キ
ッ
ズ
達
と
清
掃
活

動
を
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
達
は

少
な
か
ら
ず
目
に
す
る
。今
後
、

ま
す
ま
す
注
目
が
高
ま
っ
て
く

る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
体
験
会

の
実
施
と
併
せ
て
マ
ナ
ー
啓
発

も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
頂
く
よ

う
要
望
す
る
。

県
民
が
木
材
の
良
さ
に
触
れ
る

機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
産
木
材
の
認
知
度
向
上
を
図

る
も
の
で
、
県
産
木
材
の
利
用

促
進
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
産
木
材
の
認
知
度

が
高
ま
り
、
需
要
が
増

す
こ
と
で
、
県
産
木
材
の
価
値

も
高
ま
る
も
の
と
思
う
。
引
き

続
き
、
千
葉
県
の
林
業
、
木

材
産
業
を
盛
り
上
げ
て
頂
き

た
い
。

県
立
高
校
I
C
T

化
の
課
題

森
議
員  

新
年

度
当
初
予
算
案

で
は
、
学
校
D
X

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー

配
置
事
業
と
し
て

3
千
5
百
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
明
ら
か
と
な
っ

た
県
立
高
校
I

C
T
活
用
の
課
題

は
何
か
。

I
C
T
教
育
推

進
担
当
課
長

I
C
T
を
活
用

し
て
指
導
す
る
こ
と
に
不
慣
れ

な
教
員
が
一
定
数
お
り
、「
教
員

間
で
I
C
T
の
活
用
頻
度
に
差

が
あ
る
」、「
端
末
や
ア
プ
リ
等
を

効
果
的
に
活
用
し
て
授
業
改
善

県
立
高
校
I
C
T

県
立
高
校
I
C
T

化
の
課
題

化
の
課
題

度
当
初
予
算
案

で
は
、
学
校
D
X

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー

配
置
事
業
と
し
て

3
千
5
百
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
の

あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
明
ら
か
と
な
っ

た
県
立
高
校
I

C
T
活
用
の
課
題

は
何
か
。

進
担
当
課
長

I
C
T
を
活
用

学校ICTで教育力高めよ

アーバンスポーツ普及

森
議
員

消
防
団
加
入
促
進

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
将
来

を
担
う
若
年
層
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
S
N
S
を
活
用
し
た

広
報
や
、
高
校
生
を
対
象
に
出

前
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
消

防
団
活
動
へ
の
理
解
促
進
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
地
域
の
実
情

や
特
性
に
応
じ
た
消
防
団
加
入

促
進
を
進
め
、
学
生
や
女
性
消

防
団
員
の
加
入
促
進
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
各
地
域
で
計

9
回
実
施
し
た
事
業
の

経
験
を
活
か
し
、
よ
り
良
い
事

業
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

要望

要望

要望

要望

要望

〈2〉令和5年4月28日（金） もりがく県議会リポート


